
第 3回 千丁地域審議会会議録 

開催日時 平成 18年 9月 29日（金） 14：00 ～16：00 
開催場所  千丁支所２階大会議室 

■ 出席委員 
会 長 星田 貞義 委 員 田中 英治 委 員 本島  暁 
副会長 米田  實 〃 友枝 和也 〃 山本タツ子 
委 員 石井ミチ子 〃 中  武壽 〃 吉住 太地 
〃 岩田美江子 〃 野島 敏光 〃  
〃 加来 誠一 〃 平川 秋信 〃  
〃 西条 道代 〃 福嶋  学 〃  
〃 竹原 基信 〃 福田 逸夫 〃  
〃 竹本美智子 〃 村松 鈴子 〃  

■ 欠席委員 
委 員 西浦 一広 委 員 益田 浩司 委 員 松永 賢一 
〃 永溝ユリ子 〃 山下ヤス子 〃 吉橋 祐子 

■ 出席職員   
役 職 氏 名 役 職 氏 名 
支所長 榎田 文雄 企画振興部長 小笠原 亨 
総務課長 北田 琢美 地域振興課長 米田 健二 

総務課振興係長 上原  通 地域振興課審議員 坂口 孝幸 
総務課主事 北田  剛 地域振興課副主幹 澤田 宗順 
市民環境課長 平川 慶二 企画調整課長 永原 辰秋 
健康福祉課長 久保田 勝 企画調整課長補佐 福永 知規 
産業振興課長 村山 慶三 企画調整課 坂部 功泰 
建設課長 大嶋 健治 企業港湾課 西田 修一 

■ その他の出席   
役 職 氏 名 役 職 氏 名 
市長 坂田 孝志   

    
■ 傍聴者 
一般傍聴者 0 名 報道機関 0 名 

■ 協議事項 
１、八代市総合計画基本構想（諮問） 
２、議題 
①八代市総合計画基本構想について 
②市長との懇談について 
③八代市住民自治推進検討委員会（中間報告）について 
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■ 議事録 
（支所長） 
皆さんこんにちは。本日はご多忙中にもかかわりませず、ご出席いただき誠

にありがとうございます。これより「第３回千丁地域審議会」を開会いたしま

す。よろしくお願いいたします。 

（事務局） 

本日は６名の委員さんがご欠席となりますが、地域審議会の設置に関する事

項の第 7 条第 3 項により、委員の２分の１以上の出席をいただいておりますの

で本日の審議会は成立いたします。 

本日は、前回の地域審議会でも申しましたように、皆さんのご意見を広く聞

きながら市政に反映していきたいということから、坂田市長が直接参りまして、

皆様からご意見をいただくこととなっております。 
先ずはじめに、星田会長よりご挨拶を賜りたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

（会長） 
  こんにちは。ことわざに暑さ寒さも彼岸までということわざがありますと

おり、朝夕は大変過ごしやすくなった今日この頃でございます。ところで心配

されました先の台風１３号は熊本県にはたいした被害もなく、通過してくれた

ことを大変幸いだなというような感じが致します。本日はみなさん方には大変

お忙しい中にご出席頂きまして、ただいま６名の委員さんが欠席でございます

が、本日の会議が有意義な会議となりますようご協力方お願いしたいと思いま

す。ところで政府に於いても新しい内閣が誕生してちょっとここに来る前に首

相の施政方針演説をちょっと最初の所だけ聴いてきたわけでございますが、美

しい日本を作ろうそしてまた、働く人に報いのある社会を作ろうというような

ことを申されていたことが大変印象的でございました。ところで八代市の方も

合併が経過しまして１年過ぎたわけでございますが、市においても坂田市長を

中心にそれぞれの施策がなされていると特に関係があります元気作りに対する

資金援助とはっきり覚えておりませんがい草に対する支援を強力に頂いている

ことは、大変い草農家にとっては心強いなというような感じが致します。今後

はい草だけではなくして他の産業の方にもそういうようなことをやって頂くな

らば八代市が一段と元気が出るのではなかろうかなと景気の気は元気の気だと

言われておりますので元気を出すのが１番ではなかろうかなという気がいたし

ます。大変財政事情厳しい厳しいという中で、今日の新聞に氷川町のことが新

聞記事になっていました。厳しい財政状況行革急ぐ氷川町と載っていましたが

たぶん氷川町だけの問題ではないと思います。日本国中がそのような状況にあ

るのではなかろうかというふうに考えます。先の新聞をみますと８２７兆円の

国の借金残高で国民１人あたり６５０万円だそうです。先に北海道の夕張市が

財政再建団体に指定されたというようなことがあっておりますがそこよりもひ

どいというような国の状況を新聞紙上でも発表になっている。それからするな

らば、私たち地域住民も自分のことは自分でやる。どうしても自分で出来ない
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ところを行政にお願いするというような今後心意気が大切ではなかろうかとい

う様な気がいたします。これは雑談になりますが、先日支所に来ましたときに

ある職員が年金の話をしながら１０年から１５年くらいで年金の掛け金はとり

だすとばいと聞いて、帰って近所の人に話しましたところ国民年金は１０年ば

かりでとりだすとばいというようなことを言われて、私も恩恵によくしている

状態だなと感じたわけです。先ほども申しましたように自分のことは自分でや

るというような心構えで財政再建或いは、行政改革という風に取り組んでもら

いたいなという気がいたします。 
そういうことで、本日は、坂田市長さんもお見えでございます。新たな総合

計画基本構想の諮問があるようでございます。皆様方も語気難のないご意見で

よりよい八代市がそして、いまだに合併していかんだったばいというような話

を聞く事もあります。特に私ども合併の委員の１人として大変心苦しい思いを

しているわけですが、合併せんだったらまだわるかったつばいというようなこ

とを地域の方にも申し上げています。そのよい例が氷川町の新聞記事ではなか

ろうかという気がいたしますので１つ地域審議会の委員の方々が今後千丁地域

の活性化発展のためにいろいろ御提言頂きまして本日の基本構想につきまして

も、御忌憚のないご意見をお聞かせ頂き、坂田市長にお伝えする機会がありま

すので有意義な会議になりますようくれぐれもお願い申し上げまして私の挨拶

と致します。宜しくお願いします。 
（事務局） 

ありがとうございました。 

 続きまして、現在、策定を進めております、「八代市総合計画基本構想」につ

いて、地域審議会の設置に関する事項の第 3 条第 3 項「新市の基本構想の作成

及び変更に関する事項」により、千丁地域審議会へ諮問を行います。 

それでは早速、諮問書を坂田市長が交付します。坂田市長、星田会長前の方

にお願いいたします。 

※市長より会長へ諮問 

（事務局） 
この八代市総合計画基本構想は、地方自治法第２条第４項に基づき策定する

もので、「まちづくりに取り組む基本的な考え方やめざすまちの将来像」など

を示していくことになります。合併して初めての基本構想の策定となりますの

で、ご審議をどうぞ宜しくお願いいたします。 

つづきまして、坂田八代市長が皆様にご挨拶を申し上げます。 

（市 長） 
皆さん、こんにちは。皆様方にはたいへんお忙しい中にも関わりませず本日

は第３回の千丁地域審議会にご出席賜りましてご審議頂きますこと本当にあり

がたく思っているところでございます。ただいま星田会長様に八代市の総合計

画基本構想について諮問をさせて頂いたところでございます。これはこれから

向こう１０年間の八代市の総合計画でございます。文字通り総合計画的なまち

づくりを進めるための指針でございまして、あらゆる分野に関する目標や施策
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に言及した総合計画になるわけでございます。委員各位におかれましては、自

分たちの住む八代市を将来どういう風にしていきたいのか、どうすすんでいく

べきなのか積極的なご意見お考えを賜りたいとこのように思っておる所でござ

います。今日は諮問のこともございましたが、第１回の地域審議会の時に皆様

方に委嘱状をお渡ししたわけでございますが、そのあとの審議会に出席もして

おりませんでしたので、ぜひ皆様方の１人１人ご意見をお伺いしたいとそうい

う思いから本日出席させていただきました次第でございます。このあと少しお

時間を頂きまして皆様方からいろいろなご意見をいただきたいとこのように思

っております。また、先日は公民館におきましての元気作りトークにもたくさ

んの方々おいで下さいまして千丁地域が抱えている課題あるいは、市政協力員

さんのいろいろなご意見等もいただいたところでございます。そのときのも少

しふれさせて頂きましたが、今日少し市の財政事情のことを述べましてその後

皆様方よりご意見を賜りたいとこのように思っておりますので少し時間を頂き

たいと思っております。今年度の市の当初予算と致しまして５０３億の予算を

組ませていただいたわけでございます。また、もう１つの特別会計の方でござ

いますが４８８億およそ４９０億でございますが、一般会計に匹敵するくらい

の予算となっております。この内訳といたしましては、国保関係１５９億およ

そざっと１６０億でございます。老人医療関係もこれと同じく１５９億、約１

６０億でございますが、介護保険１０１億この３つで４２０億の予算となるわ

けでございます。また、このほかに下水道関係が５８億、山間地のケーブルテ

レビ或いは、日奈久温泉特別会計また簡易水道かれこれございますが、諸々併

せて４９０億になるという事でございます。それと企業会計がございまして、

水道事業と市立病院を持っておりますので、そのほうが２つで１８億併せて 1
００９億の予算となるわけでございます。このうち一般会計でございますが、

では５０３億の財源内訳はどうなっているかと申しますと地方交付税が１３７

億、対前年度からいきますとマイナス４億円でございます。税源委譲分の分が

本年は９億でございまして、これは４億円増えております。ここの２点だけを

差し引き変わりがございませんが、国・県からの補助金でございますが、合わ

せまして９１億となりますが、国からの補助金５３億でございまして、これが

マイナス１１億ということでこれは大幅に減額になっております。これも三位

一体改革の影響分であろうと思っております。それからみなさまがたから納め

て頂きます市税でございますが、市民税・固定資産税あわせまして１３０億円

程度になるかと思っております。したがいまして今年度の当初予算の市税は３

分の１にもないというのが現状であるわけでございます。またまた税収もあり

ますが負債いわゆる借金、起債をおこさせてもらっていますが本年度は５４億

ということでございます。そういうものをどのように使っているかと申します

とどうしても必要とする経費、経常経費或いは義務的経費と申しますが、まず

は職員の人件費がございますが本年度は８６億それから生活補助や高齢者や子

育て支援等々の扶助費が９１億ございます。それから紙や電話代、車代諸々の

物件費でございますが５５億です。それから、借金、負債は毎年返しておりま
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す公債費と申しますが６４億ございます。合わせまして経常経費２９６億ざっ

と３００億が必然的に出て行くお金ということになります。それと、これまた

どうしても必要なお金になりますが負担金・補助金等が５５億それから先ほど

特別会計と申しましたが国・県からの支出金もございますが市がどうしてもだ

さないといけない繰出金というのがありますが６５億ございます。貸付金等１

０億ありまして、投資的な事業、道路を造ったり橋を造ったり、そのような投

資的経費本度は７１億の中でこれは新市建設計画で本年度は７０億を確保する

こととなっておりましたので基金等々やり繰りしまして７１億を確保させて頂

きまして新市建設計画に則っとった事業を行わせて頂いたところであります。

さきほど国の借金の話がありましたが八代市も借金がございます一般会計で６

５０億特別会計で３８０億併せて１０３０億の借金を抱えているということで

ございます。基金としましては平成１８年３月末で６４億の基金とそういうこ

とでございまして、財政の事から言いますと大変厳しいという状況でございま

す。このような中での財政の運営でございますので、私はやはり不必要なもの

或いは併設するようなもの、また公営を民営にむかっていいようなものは、合

併になりまして市域が広くなりまして、合併して１年になりましたが、１つ１

つを点検して精査することが必要だろうという思いから昨年１０月に行財政改

革推進本部を立ち上げさせて頂きました。やがて改革でまとめたものを市民の

皆様方にパブリックコメントということでお示しが出来ると思いますが、行革

の中で特に歳出の見直しが必要であるということから先ほど人件費が８６億と

申しましたが、職員の削減についても合併して１，３５０名程度でございます

が、私は類似の八代市と似ている人口１４万、予算規模から５００億程度の類

似の市を調べてみましたが、本市より職員の多いところもございましたが、し

かし、本市より少ないところでやっている市の方が多ございます。合併協議の

中では２００名の削減となっておりましたが、私は多く見込んで２５０名とい

うことで発表となっておりまして、民間はもっと高いと思いますが職員の生涯

賃金を２億円としまいして２５０名で５００億円以上くらいの生涯でございま

すが、単年度ではございませんがそのくらいの削減につながりますので、そし

て、これを早く効果を出すために１０年間で私は２５０名減らそうと思います

が手前の５年間で１５０名先の５年間で１００名そうすることが早く効果がで

る、そういう思いから計画をしているところでございます。あと特別職もやは

り住民の皆様方に先に範を示すべきという思いから４月から報酬の７％減額と

いうことにしているところでございます。また、いろいろな施設がございます

が、民営の方にむかってもいいものもあろうかと、或いは、統合していいもの

もあろうかと思いまして、指定管理者ということでそういうものを導入し、い

ま整理させておりますいわゆる民営化、統廃合についても行政改革の中にとら

えているところでございます。むだを省きながら必要なものには投資するいわ

ゆる効率的・効果的な行政運営。市も民間的発想で行政コスト意識を持ちなが

ら進めていくことが必要だろうと、そういう思いで今取り組んでいるところで

ございます。そういう中であってもやはり、市の活性化のためには、産業を支
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援していくことが重要だとの思いから元気の出る産業活性化支援事業というこ

とで農林水産業の第１次産業から商工業観光に至るまですべてのやる気のある

事業者を支援しようという思いから補助金で２００万を限度といたしまして事

業費の２分の１を補助するという制度を設けまして、一昨日、第５回の審査会

を行ったところでございまして、それぞれの分野で意欲のある方々がこれを利

用しておられるところでございます。事業については先の元気作りトークでも

説明して割愛させて頂きたいと思います。市としましては今日、諮問させて頂

きました総合計画、また住民自治推進計画、或いは防災・国民保護計画、国土

利用計画またそれぞれの分野で福祉について或いは都市計画の指定区域につい

て或いは人権啓発等々の計画がありますが、全庁上げて早急に取り組んでいる

ところでございます。今後皆様方からいろいろとご意見をお伺いいたしまして

市政に反映していきたいとこのように思っておりますので、どうぞよろしくお

願い申し上げまして、私の若干の財政を含めた状況をお示ししましての挨拶に

変えさせて頂きたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。ありがと

うございました。 
（事務局） 
それでは、早速議題に入っていきますが、地域審議会の設置に関する事項の

第 7条第 4項に「審議会の議長は、会長が務めるものとする。」と規定してあり
ますので、これから先は、会長に会議を進めて頂きたいと思います。どうぞ宜

しくお願いします。 

（会 長） 
 それでは、早速審議に入って参ります。先ず、先ほど市長より諮問をいた

だきました「八代市総合計画基本構想」について、事務局から説明をお願いし

ます。 
（事務局） 
 「八代市総合計画基本構想について」説明（企画調整課） 
（会長） 
 ただいまの事務局から説明がありましたが、何か判らない点や事務局に確

認したい点があれば質問をお願いしたいと思います。どなたかございませんか。

※特に意見なし 
（会 長） 
 それでは、無いようでございますので、次に進みたいと思います。事務局が

冒頭に申しましたように、本日は坂田市長がお見えになっています。 
 これより、千丁地域が抱える課題や総合計画基本構想について、市長と直接

意見交換をする時間を設けていただいています。 
 ただ、時間も限られていることから、有効に時間を活用していきたいと考え

ています。先の審議会においてそれぞれ皆さん方にご意見をということで話し

ておきましたとおり連絡しておりましたところ、４名の方からご意見、ご質問

が出ておりますので、こちらから指名しますので、それぞれご意見ご質問をお

願いしたいと思います。まず、田中委員さんお願いします。 
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（委 員） 
私の方から雇用の場の確保について、質問したいと思います。皆様方もご案

内のとおり現在、第１次産業の状況につきましては後進地からの追い上げに依

りまして価格がながく低迷しておるところでございます。将来の価格につきま

しても、上昇の傾向はないわけでございます。生産者の生産意欲が減退してお

り、特に所得が少ないために、後継者につきましても転職を考えていると後継

者に話を聞きますと５割以上の人が農業に見切りをつけている状況です。しか

し、転職するにしても八代市内には雇用の場が少ないため、他市町村或いは県

外に転出して就職していかなければならないというような事になるわけでござ

いまして、そのことによって人口が減少するということで、市の衰退というこ

とも考えられる。そこで、八代市といたしましては雇用の場を確保するため、

企業誘致を予定しておられるのか。 

その件についてお聞きしたいと思います。雇用の場の確保が検討あるいは企

画されておりますならばそのプランをお願いしたいと思います。 
（会 長） 
市長さんお願いします。 
（市 長） 
ただいま田中委員さんの雇用の場の確保について、企業誘致等はどのように

取組んでいるかというご質問ですが、おっしゃられましたように雇用の確保と

いうのは１番大事な課題であろうと思っておるところでございます。実は今日、

有効求人倍率が発表になっておりましたが、全国 1.08県 0.84本市が 0.54とい
うことで求人が非常に少ないというのが本当に現状であるかと思っておりま

す。私はこれまでも前市長も雇用の場の確保、企業誘致ということで取組んで

おられたところでございますが、企業誘致を叶えるならば企業が来て頂く企業

団地を整備しないと来てくれ来てくれと声をかけても来てくれません。県の団

地が外港にございましたが、おおかた埋まりまして少しだけ残っていますが限

られて入りますので、ぜひ内陸部に企業団地の創設し企業の誘致を図りたいと

いう思いから、 
本年４月に、機構改革を行いまして産業振興部を農業振興部と商工観光部の

２部に分割致しましてその商工観光部内に｢企業誘致課｣を新設致したところで

ございます。また、職員につきましてもこれまでの市職員のみならず熊本県か

ら商工観光部次長ということで出向していただきまして、その任に当たっても

らっているところでございます。企業団地の場所につきましては、市内１５～

１６箇所を選定いたしまして、現実的に１０ヘクタール以上確保できる場所、

或いは、交通アクセスというところからインターチェンジの場所から近いこと、

また、上水道・下水道の整備が可能な場所、また、内陸部として整備したい等々

でいま検討しているところです。特にこの価格の問題が重要であると思ってお

りますが進出していただいた企業に用地をタダでやるというわけにはいきませ

ん。そこでなるべく低価格で分譲できるようにしなければいけません。そうい

うところから整備の費用が市で購入した価格からだいたい３倍くらい、道路を
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造ったり造成したりしなければなりませんので、企業に売る際に坪当たり５万

円を下回るように価格を設定するとなると市の購入は坪１万～１万５千円。１

万５千円で買っても４万５千円くらいになるとそういうことを土地の選定条件

に置きながら進めているところでございまして、だいたい１６箇所から３箇所

に絞りこみを致しました。また市でやるのか土地開発公社でやるのか、今最終

的な作業を致しておりますので、議会の方にもお示しをしなければならないと

ころではございますが、もう少し時間を頂きまして、この 10月中にでも、場所
を示したいとこのように思っているところでございます。 
ただ場所を造成するというだけではなくて企業が来ていだいた場合のいろい

ろな優遇策も設けなくてはいけないと思いまして、これまでもあった｢八代市企

業振興促進条例｣がございましたが、それをもっと利用しやすいようにいろいろ

と緩和をし、或いは補助金額を割り増しするとそういう事にいたしました。固

定資産税の減免につきましては、新設の場合最初の３年間は１００％減免、あ

との２年間は５０％の減免と５年間に渡って減免するとかそういうものとか、

投下固定資産総額が２０億円以上かつ雇用者が１００名以上の場合はその事業

に対して５億円を限度額とした補助金を設けております。新規雇用の場合１人

に付き２０万円の雇用奨励金を出す。そういう企業誘致のための優遇策も今回

４月に見直しを図って、いま企業に対しましても説明をしているところでござ

います。この優遇策につきましては、昨年から、１社９名の雇用奨励金、本年

は、４社３５名の雇用奨励金をお支払いしておりますが、大きな企業誘致には、

繋がっておりません。企業団地がおそらく２年３年はかかろうかと思います。

用地を購入して、色々な諸手続、農地であった場合は農振を除外して、農地か

ら工業用地への転用とかいうふうなものがございますが、企業団地を創設して

より大きな、特に製造業を中心とした企業を誘致したい。とそういう思いから

取り組みをしているというのが、現状だろうかと思っております。引続き、関

係各位には理解と協力を頂きましてご支援をいただきますようお願い申しあげ

ます。 
（会 長） 
はい、ありがとうございました。次に安全安心な地域づくりという内容で質

問が予定されていますので岩田委員さんお願いします。 
（委 員） 
女性で話し合いを設けまして、こどものこと高齢者のことなどいろいろな意

見が出ましたがその中で１番急がれる課題として安全安心な地域づくりという

テーマで女性を代表して質問させて頂きます。現在県道１４号線（八代・鏡・

宇土線）は交通量が多いにもかかわらず、宮城医院付近から千丁中学校までの

区間に歩道がないため、大変危険な状態です。また、歩道があれば、人も学生

の通学時も安心して通れると思います。そして、千丁中学校の交差点について

は、右折車線が無いため、通勤時間帯等に大変渋滞しています。そのうえ、ア

パートや一般住宅も増えこれからますます危険な状態になることは明らかでご

ざいます。そこで、安全・安心な地域づくりを進めるため、県に対しての県道
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整備の状況なり働きかけの状況についてお尋ねします。 
（会 長） 
では、市長さんお願いします。 
（市 長） 
ただいま岩田委員さんから安全安心な地域づくりということで、特に県道１

４号線歩道の整備並びに交差点の整備はどうなっているのかという質問でござ

います。これにつきましては、私も県議職に在籍していました時からその件は

十分認識をしていた次第でございます。また千丁町の時にも市村町長初め本日

おいでの当時の竹原議長さん方々からも県の振興局に対しましても平成元年頃

から毎年、県に要望を行っていただいていたわけでございますが、残念ながら

まだ、その事業は着手に至ってない状況でありますのは、大変申し訳ない気持

ちでいるところでございます。私はあの時失敗したなと思っていますのが、縦

の県道ですね。共栄千丁停車場線、この歩道がなんとか駐在所の方から繋がる

ことができましたが、その時に交差点の歩道整備もあったんですね。その時に

どうして交差点改良も併せて出来なかったのか、そういう思いをしているとこ

ろでございます。 
 宮城医院から千丁中学校の件もあるわけですので、このことにつきましては、

これまでどおり要望は致していきますので、縦の整備は過ぎましたところでご

ざいますから、なおいっそう県道の歩道整備につきましても、お願いをしてい

きたいとこのように思っております。両方とはなかなかいかないと思いますが、

県道の上側か下側かどちらかになると思いますが、片方だけでも早期に整備出

来きるよう強く要望して参りたいと、このように思っておりますのでどうぞご

理解頂きたいとこのように思っておるところでございます。よろしくお願いい

たします。 
（会 長） 
よろしくお願いいたします。次に河川清掃による泥土置き場についてという

質問がでていますので野島委員さんお願いします。 
（委 員） 
河川清掃による泥土置き場について質問させて頂きたいと思います。現在、

千丁地域に於きましては、道路舗装はもちもん河川の三方張りなどほとんど整

備が済んでおります。各地区においても年に数回、川さらいといいますか清掃

作業を行っています。その際に、河川から上げた土を舗装してあるところに上

げているわけでございます。田んぼ側の方に上げられればいいのですがどうし

てもそちら側に上げられない場合舗装しているところに上げなければ場所がな

いところもあるわけです。そういうことで、どうしても確保が１００％できて

いない、そういうことで市のほうで泥土の置き場を確保して頂ければと思いま

す。 
（会 長） 
それでは、市長さんお願いします。 
（市 長） 
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ただいま野島委員さんから河川清掃による泥土置き場について確保できない

かということで、いま率直にいいまして市では土砂置き場を持ってはおりませ

ん。そこで、地域の方々でよろしいというところがございましたら、ぜひご検

討頂きたいところでございますが、河川掘削の浚渫の泥土は、産廃ということ

ではないということで、私が思いますに市で今後、例えば、今後工業団地の整

備で埋め立てを要するところについてそういうものが使えるところがあればそ

ういうところ捨てていただく。市としては運搬にかかるダンプ借上げ料の助成

をしているということを聞いていますので何とかそういうことで、そういうの

を使えたならば場所次第と思うのでありますが、市内の方にあると思いますの

で遠くの方でもご検討頂きまして、そういうところ使えるならばそういうとこ

ろを提供致しますので御利用頂きたいと思っております。現在のところそれが

ないということで場所の確保について申し訳ないと思っておりますが、他の地

域でもですね１６地区そういう地域でもそのような方々がすすんで作業をされ

ているということ、また道路が汚れるということが、十分必要性は理解してい

ますので検討させていただきたいとこのように思っているところでございま

す。 
（会 長） 
はい、ありがとうございました。それでは最後に私の方から実は大鞘川に関

する改修ですが市長さんは県議会に在籍中からご理解とご指導ご協力大変あり

がたく思います。私の地区はご存じのとおり、大鞘川冠水地帯でありましたが、

着工されて堤防も出来まして、今年の大雨の長雨が続きましたがその時も被害

は最小限に済んだと思います。ところが、八代新地地区の被害が少なくなった

一方で上流の方にその水が行きまして上流の方が被害に合っているということ

を耳にして私どもも大変心苦しく思っておるところでございます。それで今後

大鞘川の改修につきましてもどうなっているのか。そして、できるだけ早く千

丁地域或いは鏡まで含めたところが、被害の無いような、私どもも安心してポ

ンプの稼働が出来るような状況に早くなればと感じますので、その点について

お伺いしたいと思います。よろしくお願いします 
（市 長） 
ただいま星田会長の方から大鞘川の改修状況について八代新地地区の被害が

少なくなったが上流の地域の冠水が増えているということの対策はどうなって

いるのかということでございます。このことについては、本当に長年地域の皆

様方或いは千丁地域のみならず関係市町におきましては取り組みを頂いておる

ところでございます。現在、八代新地排水機場が完成し稼働がなっている状況

ですが、ご存じのように築堤が遅れています。暫定１メートルということで距

離を伸ばすように取組んでもらっているわけでございますが、いろんな構造物

等、新橋や機械、そういうものがありまして築堤が非常に遅れている。そうい

う中からくみ出した水がまた逆流して東牟田地区や西牟田上地区が冠水してい

るそういう状況をこの前も見させて頂きまして十分認識を致しておるところで

ございます。築堤を少しでも上流の方向に進めていただくよう県にお願いをし
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ている状況でございます。 
現在、農政サイド事業でございますが、新牟田地区は本度採択をうけました

ので。また、来年度、東牟田地区の県道の上と下を区切りまして下の方につい

ては、来年度採択を受けまして、この前も東京の方に行って参りまして内々の

指定を頂いているわけですが、年末に確定するかと思いますがそういう排水機

場の設置を予定しています。詳しい内容につきまして、大嶋課長の方から本年

度の取り組みまた、本年度以降の取組みについて、内容のご説明を頂きます。

よろしくお願いします。            
（以下、支所建設課長の回答）建設課長の大嶋でございますよろしくお願い

します。会長質問の大鞘川改修でございますけれども、これに関しましては今

市長が申し上げましたように、農政サイドの方で農地の買い換えの事業、それ

から土木サイドの方で河川改修事業を行っているという事業でございます。農

政サイドについては、市長の方からお話がありましたけれども、土木サイドの

事業につきまして、私の知っている範囲でご説明したいと思っております。こ

の改修事業につきましては、平成６年度に大鞘川の河川局部改良事業がされて

います。その後さらに平成１１年度には広域基幹河川改修事業の採択を受け事

業が進んでおります。平成１７年度までに八代新地地区において樋管１基、河

川掘削、暫定築堤は新橋まで約８００ｍが完成しております。東牟田地区にお

いては新橋が完成しているという状況でございます。全体的な完成の時期です

けれども県の方から聞きますと平成３０年頃のような話でございます。それで

行きますと現在の千丁区は１７年度ベースで３０％程度という状況でございま

す。それから暫定築堤でございますけれども暫定築堤は大鞘川の二軒屋堰があ

りますがあの部分と夜狩川につきましては掛樋橋がございますが、農政サイド

と同時進行ということで平成２１年度を目標にしているという流れでございま

す。それから本年度の事業内容についてでありますが、新橋の下流側からの築

堤がございますけれども、現在両サイドの取り付け道路の完了ということでご

ざいます。それと夜狩川の掛樋橋でございますけれども掛樋橋の拡幅工事を行

うということで、掛樋橋の掛け替えに伴います仮の橋の入札があったところで

す。それから大鞘川の河川の内部掘削を予定しているところでございます。そ

れと鏡側方で若干の暫定築堤が残っているので完成させたいという話でござい

ます。平成１９年度以降のことでございますけれども、先ほど市長の方から話

がありましたけれども、そうとう構造物がありましてお金がかかる事になると

いうことで、大きな問題ですが八千把川の樋門をつけないと効果が現れません

ので八千把川の樋門、それから夜狩川の築堤、大鞘川の山王川の築堤それから

本年度の１９年度でございますが、掛樋橋の施工それと併せて取り付け道路そ

ういったことで計画してあります。国及び県大変財政が厳しゅうございますの

で、毎年約３億円程度の事業費でございます。そういうことでなかなか事業の

方が進まないというのが現状でございます。冠水被害が現在起きておりますけ

れども冠水被害を直接くいとめる築堤まで進んでいないのが現状でございま

す。 
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 以上のことから今後とも県の方に働きかけていく。そういう状況でございま

す。 
（会 長） 
時間も限られていますので、市長との意見交換会はこの辺で終わりたいと思

います。事務局においては、皆さんから出た意見をまとめていただき、できる

限り基本構想へ反映していただくならば大変幸いと思います。よろしくお願い

します。

（市 長） 
 どうもいろいろなご意見ありがとうございました。ただいま、でました意見

を市政に反映させ努力して参りたいと思いますのでどうぞご指導のほどよろし

くお願いいたします。失礼でございますがこの場にて退席させていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

（会 長） 
坂田市長におかれては、公務の忙しい中に足を運んでいただき、大変感謝申

し上げます。私ども千丁地域審議会も、この千丁地域が本当に「合併してよか

った」といわれるような地域づくりに今後励みたいと思います。市長さんも益々

のご健闘を祈念致します。大変ありがとうございました。 
～市長退席～ 

（会長） 

ここで、一旦休憩に入りたいと思います。 

（５分休憩） 

住民自治の審議入ります前にビデオを見ていただきたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

※ビデオ上映（約２０分） 

（会 長） 
 それでは、議題に入っていきます。住民自治推進検討委員会には、竹原委員

と岩田委員のお二人が委員として入っておられます。その中間報告を先ず、委

員からお願いします。 
（委員） 
八代市住民自治推進検討委員会の経過報告を行います。 
前回の地域審議会において、「八代市住民自治推進検討委員会」での経過報告

を行っております。これまで 6 回委員会を開催しまして、本日「住民自治によ
るまちづくりの推進に関する提言」の中間報告に至ったところでございます。 
先ず、「なぜ住民自治が叫ばれ始めているのか」、「また、なぜ必要なのか」を

ご理解いただく必要があります。 

ご承知のように近年では、市民の生活様式や価値観の変化、高速交通機関・

情報手段の発達によって、多様化、複雑化が進んでいます。併せて地域の抱え

る課題も、環境問題であるとか青少年育成、少子・高齢化社会の問題等、広範

囲であり、行政の業務や役割も多種多様化しています。 

また、新聞・報道でもあるように地方の税収減や地方交付税の大幅な減額が
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見込まれています。 

八代市は、合併して規模は大きくなったものの、市の財政は、市税のほか地

方交付税に依存していると思いますので、厳しい財政運営を強いられることが

予想されると思います。 

そのため、市当局としても、抜本的な行財政改革を進めていかれることは勿

論ですが、我々の住民サービスの提供をすべて行政だけに頼っていくというこ

とに限界がきていることも否めません。 

やはり、今後は我々住民もまちづくりの構成員として、行政と手を取り合い

ながら「協働」で地域のまちづくりを行っていくという認識が必要となります。

今回の中間報告では、ただ今申しましたことを踏まえて、4章構成でまとめて
おります。 
「基本理念」から、「コミュニティの現状と課題分析」、「住民主体の取り組み

に向けて」、「住民自治を目指す仕組みづくり」について、アンケート調査結果

や事務局から提示された資料等を参考にしながら議論を積み重ねて参りまし

た。 
詳細については、事務局から説明をいたさせますが、住民に身近な課題やル

ールを住民自らが決定し、住民と行政の「協働」についてのシステムづくりを

目指していくという報告内容になっています。委員各位におかれては、趣旨を

ご理解いただき、たくさんのご意見を出していただきまして、今後の詰めの作

業に入って参りたいと考えております。どうぞ宜しくお願いいたします。以上 
で中間報告を終わります。 
（会 長） 
ありがとうございました。 
それでは、次に事務局から簡単に中間報告の概要説明をお願いします。 
（事務局） 
八代市住民自治推進検討委員会中間報告について説明 
（会長） 
ただいま、竹原委員さんと事務局から中間報告がありました。 

事前に中間報告の資料が配られていると思います。 

今、報告のあった「住民自治によるまちづくりの推進ついて」の考え方や文

言の修正、追加などのご意見を出していただきたいと思います。どなたかご意

見ございませんか。 

（委 員） 
２か所ほど検討をお願いしたいところがございます。ページのほうからしま

すとＰ１３でございます。（３）拠点施設づくりというのがございます。７行目

に「地域住民による主体的な活動の活性化を図るため、地域住民が使用しやす

いような施設への移行が必要です。」とうたってあります。その下にあります、

「地域のまちづくりを進めていくために、」を削除してよいのではないかなと。

そして、「そのためには新たな住民自治主体となって」ということがございます

がどうかその今申し上げたところそれから、財政支援のことが出て参ります。
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Ｐ１６（４）財政的支援ということで読んでいきますと自己責任自己決定とあ

りますがその次の「支援制度を検討する必要があります。」を「支援制度が必要

である。」で良いのではないか。「活動経費の一部（実費弁償程度）を助成する

ことを望みます」を「活動経費の一部（実費弁償程度）を助成が必要である。」

でいいのではないかと私はそういうふうに思ったわけであります。それだけを

ご検討願いたいと思います。 
（会 長） 
事務局お願いします。 
（事務局） 
地域振興課の米田でございます。ただいまＰ１３の拠点施設づくりの質問の

ご意見それからＰ１６の財政的支援についての文言それにつきましては、本日

頂いたご意見につきましては次回の検討委員会を予定しておりますのでその中

で、各地域審議会に上がった意見として、今後中身を検討させてみたいと思い

ます。 
（会 長） 
他にございませんか。 
（委 員） 
宗像市の組織の問題が出ていましたが協議会に対する活動に対する資金、費

用弁償ということで出ていましたが、市としては住民自治活動に対する助成は

どのように考えておられるのか。案とかあれば教えていただきたい。 
（会 長） 
事務局お願いします。 
（事務局） 
財政支援につきましては、本日の審議会の結果１２月の最終報告をいただい

てその提言を頂いたものを参考に、市として今後どういった形で支援をしてい

くのかというところで検討していくことになっています。 
（会 長） 
他にございませんか。 
（委 員） 
 Ｐ１３の図を見させていただきましたが、いままでに集落の単位自治会に入

るわけですね。図を見ますと八代市公民館千丁分館の中にいろいろ教室等があ

ります。それはどこにはいるか。旧町村の時、各分館があったわけですね。い

まの自治分館ですが、そこの活動はどうなるのか。あまり細分化せずに旧町村

毎に活動するような組織なるのだと思いますが、今度、八代新地分館男性を対

象に公民館に働きかけて男性の料理教室、健康づくりを行うのですが、そのよ

うな、各集落の自治分館の活動が衰退するのではないかそこのところがどうな

っているのか。 
（事務局） 
あくまでも、千丁校区に１６地区の町内会がありますが、各町内会の活動は，

当然いまのまま継続されていくものと思います。いま将来的に考えているのは、
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たとえば小学校区を単位として組織作りをして部会型とか並列型とかあります

けれどもそういった中で、議論を重ねて組織作りをして、先ほど宗像市の映像

を見ていただきましたけれども、将来的にはああいったようなものができけれ

ば、住民で出来ることは住民でやって頂いて、それから大きなエリアでは地域、

それで出来ないものは行政が担うような形で、お互いがそれぞれ役割分担をし

ながら、まちづくりあるいはコミュニティづくりをやっていきましょうという

のが、いまのところの中間報告の提言の内容ではないかなと思っております。 
（会 長） 
他にございませんか。 
（委 員） 
組織の形態のことですけれども、最終的には１つになるのですか。 
（事務局） 
地域振興課澤田と申します。組織の例として２つ挙げておりますが、先進地

事例としてこういう２つでているわけです。さきほど宗像の場合も地域によっ

て色々あると思います。説明もありましたとおり当然八代地域は平野もあれば

山間地もある非常に広域にわたっております。それぞれの地域の活動は違って

きていると思いますので、当然その組織形態は地域の応じた形。たとえば地域

によっては部会型をしたほうがまとまりがよい場合もあるかもしれませんし、

例えばいまある組織形態をそのままつかって、組織の並列型で既存の組織を束

ねてやった方がやりやすい等、地域に応じたところで選択して頂くということ

です。例としまして２つを上げてあるだけでありましてやり方はいろいろある

かと思います。その辺は地域で工夫していただく、そう思っております。 
（会 長） 
ありがとうございました。他にございませんか。 
（委 員） 
さきほど言われた各集落にいろいろな行事に対して、旧町の場合はいろいろ

な奨励金等が出て運営がスムーズにいっていたが、財政的に厳しくなったとい

うことで支援ができなくなったため、新たな住民自治組織を作ろうということ

になったと思うが、いままでやっていたのとほとんど変わらないのでいまのま

までいいのではないか。 
（会 長） 
今のご意見に対してなにかありますか。 
（事務局） 
最近、子供達の事件とか地震などあるわけですけれども、その対応に行政よ

りも防犯や防災で１番活躍できるのが住民自治組織と考えており、また、みん

なで協働していろいろな局面に対応していこうという取組みが、先進地でもさ

れています。たとえば防犯にしても防犯協会のようなボランティアで自分たち

の子供の通学路を守るような活動がなされている。行政からの押しつけではあ

りません。このような、先進事例があるということで、今後はぜひこういった

組織づくりは必要だと考えています。まずは、取組みたいという地域からモデ
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ル的なものをつくりながら順次そういった組織づくりも考えて行きたいと考え

ています。 
（会 長） 
他にありませんか。 
（委 員） 
わたしも住民自治組織推進検討委員会に入っていますが、なかなかむずかし

いところです。現在の自治会を、旧小学校単位で束ねて、１つで新しい自治組

織を作る事ですね。千丁の場合旧小学校単位は１つですね。１つの自治組織を

作るとういことで各集落の自治会とは関係ない。作り方がわからないので、千

丁に１６ある地区を束ねる１つの新しい自治会組織を中央公民館的なものを自

分たちの住民自治組織をつくる提案していると思うがその作り方を教えてもら

わないとわかりにくいと思う。 
（事務局） 
いまの町内会は変わらないと思います。例えば防犯・防災関係は１つの集落

で対応できないので、小学校区単位で組織を作って対応していこうというもの

です。 
（会長） 
他にご意見ございませんか 
（委員） 
現在、ボランティア活動でお茶のみ会を行っているが、福祉協議会のいきい

きサロン事業の必要性を感じる。お年寄りの人達が昔みたいにとなり近所に行

ったり来たりすることがなくて、となり近所でもなかなか顔を合わせることが

ないので、お茶のみ会によって地区の方が顔をあわせるということが、お年寄

りにものすごく癒しになる。なかなか社協のほうのいきいきサロンが千丁町は

１つだけで、坂本が７地区できているという話だったのですが自治組織の福祉

部会ができたら、その部会でその事業が出来るのでしょうか。 
（事務局） 
その前に基本的なこと申し上げたいと思います。今後の住民自治についての

スケジュールですが、現在地域審議会からそれぞれ２名出席いただいて住民自

治の検討をしていただいています。本日は中間報告ということで中間報告の段

階で議論いただいて１２月には、最終報告をしていただくということにしてい

ます。それを受けまして１月には地域審議会の方から市長に諮問を受けていま

すので提言を渡すということにしています。その後ですね、行政側とすれば住

民自治についての推進本部なるものを設置いたしまして、そこでどういった形

で進めるかについて、１９年度で進めていきたいと考えております。その後い

ろんな基本方針或いは実施計画或いは、補助金あたり、或いは清掃関係とか委

託関係になろうかと思いますがそういったものを含めてどういった形で進めて

いくのかということで住民説明会を開催しながら、いろんな段階、婦人会老人

会そういった中で理解を得ながら説明会をやって、その中でモデル地区ができ

れば設定をやっていく。その後、例えばモデル地区を設定した場合にそこの準

 16



備委員会などを設けて設立していく。単年度で急速に作り上げていくものでは

ない。事務方で考えていますのはモデル地区を作るにしても平成２１年ぐらい

からになろうかというところで考えています。その後、宗像市でも３つぐらい

の地区から始まっていますけど、順次できるところから自分たちでやってみよ

うというところがあれば、当然行政と一緒にいろんな検討をしながら進めてい

きたいというものでございます。基本的には来年からすぐやろうというわけで

はないことを理解してもらいたいと思います。 
（事務局） 
住民自治に直接関係する問題ということで、いろんなご意見があって当然で

あると思っております。皆様方は、やはりこの住民自治については、それぞれ

先人の知恵と地域住民の方々の工夫によりまして今の住民自治を最良の方法と

して進めておられるとこういう風に考えているところでございまして。行政と

しましてはあくまでも自主活動でありますので基本的に、これは押しつけて的

ではないとこのように考えているところでございます。しかし、現状を見てみ

ますと先ほどご説明がございましたが、どうしても千丁町だけでなく全国的な

傾向として少子高齢化社会を迎えているとこれは事実でございまして、これが

さらに進んでいくと、いまはこれくらいの少子高齢化ですが、さらに進んでい

くということになるわけでございます。それからもう１つ先ほどございました

が、三位一体改革ということで国は非常に締め付けるということで国は県に県

は市にということでこれも事実でございます。そのような中で今までどおりや

っていけるかという大台も生じている点がございます。それからもう１点ごぞ

んじのとおり昨年度に１市２町３村で広域的合併をいたしておりまして、これ

までは千丁町は千丁町だけのことを考えてのいろんな活動すればよかったが、

これからは山の手もありますし、臨海もあるし、いっぱい地域があるそのよう

な中で格差が相当あるわけでございます、そういう格差をいっぺんにはできな

いまでも是正する必要性はある。今日明日で、そういうものをいっぺんに解決

できるとは思っておりません。したがいましてモデル地域、モデル校区などの

機が熟したところからやっていって、「よしこれならやってみよう」というよう

に、徐々に住民自治をやってみようとそれぞれがお考え頂ければと思います。

地域審議会の下部組織として住民自治検討委員会の中でこういう住民自治がい

いな、こういうものを将来目指そうよということで、６地域審議会が協議いた

だいて、ある程度の住民が考える住民自治とはこういうものだとそういうもの

をお示し頂いて、そして私ども行政がそれではこういうことで行政としてはバ

ックアップ、さきほどお金の話もございましたがこれならできるというものを

お示し申し上げて住民自治説明会をやらして頂いて、これならやっていけると

いうことがでた段階で柔軟に移行していくと、これが本当の住民自治ではない

かこういうことで考えていますので、ひとつ皆様方の貴重なご意見をいただき

ましたので、私ども、しかと受け止めましてよりよい方向に行くように精一杯

頑張っていきますのでよろしくお願いいたします。 
（事務局） 
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先ほどのいきいきサロンの件ことですけれども、住民自治を作った時に、ま

さにそういったものも、その地区で必要であればその中でやっていくと。例え

ば、千丁校区は教育部門、福祉部門があって福祉部門が遅れていると組織の中

で判断が付けば、たとえば予算にしても片方を押さえてというやり方も先進地

ではいろんな地域によってどこに重点的に取り組むのかというようなことで、

そういった活動も将来的にはできるわけです。今までは子供会、老人会と縦割

りに補助金が流れてきていたわけですけれども先ほどの例からしますと、ひと

まとめにしてその地域にあった使い道ができるというような方法もあるという

ようなことです。先ほど言われたいきいきサロンも十分その中で取り組まれる

かと思います。 
（会 長） 
他にございませんか。議論も出し尽くしたような気がします。本日各委員か

ら出た意見については、検討委員会に持ち帰って、最終報告に向けた協議がな

されるようです。竹原委員と岩田委員におかれては、最終作業となりますが、

どうぞ宜しくお願いします。 
（会 長） 
その他について何か事務局はありますか 
（事務局） 
「なんでも探偵団」について説明。 
（会 長） 
この住民自治検討委員会のほかになにかありませんか。 
（委 員） 
合併して１年になりますけれども。なにかめざましい発展をしたという話は

ありますでしょうか。 
（事務局） 
合併して１年経過いたしました。一言で申しますとみなさんもお気づきと思

いますが小さないろんな課題があるにしましても順調に市政が動いているそう

いう風に思っておるところでございます。市長の方も元気な市をつくりたいと

いうことで先に産業関係を強化しょうということで組織も改革し、新たな雇用

の場の確保というご質問もでましたが企業誘致とか、振興発展を目指していま

す。旧千丁もそうですが交通の要所である、そういうことでございますので交

通の要所を生かしたまちづくりこれが一番重要ではないかということで、港に

つきましては工場団地これもお陰様で中央港湾審議会の議決を経て動き出して

おる状況でございます。中心市街地の活性化の空洞化という問題もございます

が寿屋跡地それからサティ跡地こういうところにつきましても、いままでは空

きビルでしたが開発のめどがたった。これまた１つのいい結果と考えていると

ころでございます。あとは新駅周辺をいかに開発するかという大きな課題がご

ざいますがこれにつきましてもまちづくり交付金事業ということで２３億円を

投入して平成１７年度から５か年計画で進めて着工しているそういう状況でご

ざいます。したがいまして、いっぺんにとはいきませんが努力しているそうい
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う状況でございます。 
（会 長） 
いま新八代駅前開発のまちづくりのことで、JA加来組合長もおみえでので、

実は先日普通米と古代米で模様を作ってですね、新幹線がスローになったとき

に或程度宣伝になるのではないかと気がしましたので、行政と JAと合同で新八
代駅前側を宣伝の場所にしたらと感じたわけです。 
（委 員） 
いま会長からの貴重なご意見を頂いたわけですが、県、振興協会の方で会議

を各集落から集まってやっています。その中で農協でも協力できることは精一

杯やっていきます。われわれが率先してやらないといけないことでしょうが、

八代市一体となってやっていくということで今考えています。それから新八代

市のさっきの件ですけれども JA が合併して１０年になりましたが合併の基本
的な考えはコストの削減ということあるわけですね。小さいところの手が届く

ような行政ならいいわけですが、大きくなりますとどうしてもサービスの低下

が一方であるわけです。ただ先ほども言いましたとおり、コスト削減というの

に入っていかなければどうしても行政はやっていけないわけです。こういう財

政難の時代ですね。それぞれ小さいところまで手が届くようなことはなかなか

むずかしくなる。行政も自分たちの町と、さっき言われたとおり自分たちの村

という意識をまず持って、そこらへんを変えていかないと、農協も一緒ですけ

どまだ地域意識があって脱皮しきれないようなところがございます。千丁は学

校も１つということで或程度まとまっている。そういうことで千丁は恵まれて

いると思います。他の所でも千丁のようにやってもらいたいと思います。以上

です。 
（会 長） 
ほかになにかありませんか。 
（事務局） 
委員さんの方に住民自治に関する参考資料ということで２ページ目に植木町

の婦人会の記事を載せていまして、他の地域の婦人会長さんからお叱りを受け

たのですけれども、事務局としてはこういう衰退の婦人会の資料ではなくて婦

人会の活動につきましては、それぞれ地域でいろいろな活動をなされています

ので、今後こういう事例にならないように是非がんばっていただきたいという

意味からこの記事を載せて頂きましたので、その付近は誤解のないようしてい

ただきたいと思います。 
（会 長） 
ほかになにかありませんか。 
（委 員） 
県道までのアクセス道路がどういう風にできるのか。 
（事務局） 
 これは県の事業ですので、私の知っている限りでお答えしたいと思いますが、

今現在ですね、千丁の新停車場線と言いますけれども、それぞれ用地関係 JRの
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上の方扇の江道の関係の地権者が６名から７名いらっしゃいます。そこにつき

ましては、土地の価格の提供は示してある、おそらく工事はまず JRの上の方を
済ませてから下の県道の方に来るのかなと。八代の方に聞きましたら、八代の

方は未だ進んでいないと言うことですので、おそらく扇の江あたりが最初に出

来るのかなというように思っております。 
（委 員） 
できるのはできるのですね。 
（事務局） 
おそらく千丁の方を買うそのへんは確認していませんが、話し合いは進んで

います。 
（会長） 
 これで一応会議を閉じたいと思います。最後になりますが、次回の開催につ

いて、事務局から説明をお願いします。 
(事務局) 
それでは、次の地域審議会についてご説明致します。次回の第４回の地域審

議会につきましては、１２月に予定を致しております。議案としましては、総

合計画基本構想の素案についてと住民自治によるまちづくりに関する提言（最

終報告）ですがそれを予定しております。日程が決まりましたら、ご案内を致

したいと思います。以上です。 
（会長） 
それでは時間も参りましたのでこれで閉会をしたいと思います。 
発言された方には長時間にわたりそれぞれご意見を頂きありがとうございま

したお疲れ様でした。また、職員の皆さんは意見やご回答たいへんありがとう

ございました。委員さん方も今後ますますがんばられると思います。 
 お疲れさまでした。 
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